
 

 

飛騨地区 家庭教育学級応援通信 

      

 

  

  

１  飛騨学園  こくふ保育園 

・地域のよさを活かす 

近隣には，小学校と中学校が存在し，様々な面で連携しやすい環境にあり

ます。同年齢のお子さんを持つ保護者のつながりも，１２年間一緒です。一園

一小一中である環境は，家庭教育を進める上でも有効に活用できます。 

 

 

 

 

・学校運営協議会 

  国府地区の学校運営協議会では，園

長さんがメンバーの一員として参画しています。会議の中で，国府地域の子ど

もたちを育む上で，「幼児期のうちから，保護者とともに子育てを進める基盤

づくりが重要」であることが話題となるそうです。その話題を受け止め，令和２

年度まで取り組んでいた夏休みの「おうちでお手伝い」の取組を，令和３年度

から「話そう！語ろう！わが家の約束」運動に変えられました。 理由は，各家庭

に合った取組ができるように，また，より親子の豊かなコミュニケーションを生

み出したいとの願いからです。 

・在るものを活かし，できるところから進める 

保護者のみなさんが，この取組を理解して進

められるように，案内と一緒に，県におけるわが

家の約束運動の意義や目的・取組内容の例，

そして方法・実践カードを配布しました。県の家庭教育に関わる様々な情報（家庭教育の意義や約束運動の目

的など）を使うことで，家庭教育の大切さが伝わりやすいと考えられたからです。また，この運動に全家庭が参加

し笑顔を生み出したいという保育園の願いのもとに，無理をせず参加できる家庭からゆっくり進められています。 

・見届けを大切に 

各家庭における取組の見届けを大切にされているところが，ポイントです。保育士さんたちが，保護者の

状況を受け止めながらその取組に心を寄せたメッセージを届けることは，保護者への子育て支援以外の何

ものでもありません。また，年度末には，年２回の「話そう！語ろう！わが家のやくそく」運動の取組のまとめが，

園から保護者に通信にて配布されています。 
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「話そう!語ろう!わが家の約束」運動 

 ～ 幼児期からの家庭教育を保護者とともに取り組む ～ 

こくふ保育園では，保護者の皆様に県からの「家庭の日(第

３日曜日)のお知らせと，年２回(８月と１２月)に「話そう!語ろう!

わが家の約束」運動を実施していきます。  （こくふ保育園） 

約束は，会話のきっかけです!! 毎日の会話の積み重ね

が，子どもの笑顔を生み出し，心を育てます。  (こくふ保育園) 

tel:0577


 

 

◇「話そう！語ろう！わが家のやくそく」カードの実践例 

 

 

〇他の実践カードによる‘めあて’の例 

  ・「おはようタッチ，おやすみぎゅうをする」・「みんなでそうじ，おかたづけをしよう」 ・「まいにち２さつ，みんなで

絵本をみよう！」・「歯磨きを毎日しっかりやろう！」・「毎日元気な挨拶をしよう」・「よる，家族全員でふれあ

い遊びをする」などなど。  

 

各家庭に合ったやくそくを進めることで，各家庭ならではのコミュニケーションが広がります。豊かなコミュニケ

ーションの積み重ねが，お子さんの笑顔を生み出し，継続意欲や挑戦心，そして自己肯定感を高めています。 


